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『
人
文
論
叢
』
第
百
六
輯
を
お
届
け
す
る
。
今
号
は
、
巻
頭
か
ら
論
考
が
五

件
並
び
、

重
厚
な
構
成
と
な
っ
た
。
奈
良
と
江
戸
時
代
の
日
本
古
典
、
近
代
の

日
仏
文
化
交
流
、
国
語
学
史
、
中
国
消
朝
考
証
学
に
関
す
る
も
の
と
、
多
岐
に

わ
た
る
。
ま
た
、

「
私
の
研
究
」
や
本
学
部
教
員
の
著
作

・
編
著
の

「
紹
介
」

も
含
め
、
変
わ
ら
ず
多
様
な
内
容
を
掲
載
で
き
た
。
恒
例
の
博
士
論
文

・
修
士

論
文

・
卒
業
研
究
題
目

一
党
は
、
卒
業
研
究
締
切
が
臨
時
に

一
月
に
な
っ
た
た

め
掲
載
が
日
程
的
に
難
く
な
っ
た
が
、
修
了
生
卒
業
生
の
皆
様
に
贈
る
こ
と
が

で
き
た
。
以
上
、
執
箪
者
、
各
協
力
者
の
皆
様
に
は
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

C
O
V
I
D
'
1
9
 (新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
）
感
染
症
流
行
に
よ
り
人
文
学
の
研

究

・
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
図
書
館
や
資
料
館
の
使
用
制
限
の
た

め
調
資
を
柱
と
す
る
論
考
が
執
筆
し
に
く
く
な
り
、
ま
た
授
業
や
学
会
発
表
が

多
く
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
。
講
演
や
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
等
、
現
場
性
に
支
え
ら
れ

る
企
画
は
ど
う
す
る
か
。
こ
う
し
た
時
に
こ
そ
知
恵
が
求
め
ら
れ
る
。
閉
塞
感

に
陥
る
な
く
、
研
究
・
教
育
の
新
地
平
が
拓
か
れ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

こ
の

二
年
、
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
今
年
度
の

編
集
作
業
に
お
い
て
、
担
当
助
手
の
小
島
朋
子
氏
に
は
特
段
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

（

編
集
委
員
長
市
来
津
由
彦
）
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